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物
価
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、
市
民
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
10
月
11
日
に
閉
会
し
た
９

月
議
会
の
重
要
課
題
は
市
民
へ
の
緊
急
支
援
で
し
た
が
、
市
長
か
ら
そ
う
し
た
提
案
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
く
ら
し
支
援
よ
り
ゼ
ネ
コ
ン
の
利
益
を
優
先
す
る
政
治
を

批
判
し
、
災
害
の
危
険
地
域
へ
の
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
中
止
な
ど
を
求
め
、
論
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
決
算
の
審
議
で
、
市
が
64
億
円
以
上
の
剰
余
金
を
出
し
、
当
初
予
算
で
取
り
崩

す
予
定
だ
っ
た
25
億
円
の
財
源
調
整
基
金
も
使
わ
な
い
ま
ま
と
、
多
く
の
財
源
を
使
い
残
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
。
日
本
共
産
党
は
「
学
校
給
食
無
償
化
や
国
保
料
引
き
下
げ
な
ど
、
く
ら
し
支
援

が
求
め
ら
れ
る
中
、
自
治
体
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
、
決
算
認
定
に
反

対
し
ま
し
た
。

海老川と飯山満川の合流点船橋再発見
　

海
老
川
に
、
飯
山
満
川
が
合
流
す
る
地
点
に
は
、
川
幅
が

半
分
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
中
洲
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ア
オ
サ
ギ
な
ど
水
鳥
の
憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

中
洲
は
年
々
大
き
く
な
り
、
川
幅
は
ま
す
ま
す
狭
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
中
洲
が
大
き
く
な
れ
ば
、
洪
水
の
原
因
に

な
り
そ
う
。
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

午後１時
～４時

12月13日（水）
11月17日（水）

第３回
定例議会基

金
を
取
り
崩
し
て
基
金
を
設
置

財
調
３
０
６
億
円
は
史
上
最
高
額

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
求
め
る

　

市
長
か
ら
は
、
建
替
え
が
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
セ
ン
タ
ー

の
た
め
に
「
医
療
セ
ン
タ
ー
整

備
基
金
」
と
し
て
、
54
億
円
の

新
た
な
基
金
を
創
設
す
る
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
財
源
調
整
基

金
（
※
１
）
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
る
設
置
で
す
が
、
そ
も
そ
も

財
源
調
整
基
金
（
以
下
、
財
調
）

に
は
、
市
の
財
政
運
営
を
調
整

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
医
療

セ
ン
タ
ー
に
多
額
の
予
算
が
か

か
る
な
ら
、
財
調
か
ら
支
出
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
新
た
な
基

金
を
設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
え
て
新
た
な
基
金
を

創
る
こ
と
は
、
市
民
に
対
し
市

の
財
源
を
過
少
に
見
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建

替
え
予
定
地
が
軟
弱
地
盤
の
た

【
※
１
】
財
源
（
財
政
）
調
整
基
金
と
は
…

　

年
度
予
算
の
使
い
残
し
＝
剰
余
金
を
積
み
立
て
た
も
の
。

　

家
庭
で
言
う
貯
金
の
こ
と
。
略
し
て
財
調
。

め
に
、
液
状
化
対
策
と
し
て

35
億
円
の
地
盤
改
良
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
額
の
基

　

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
船
橋
市

内
で
は
１
年
間
に
30
日
以
上
欠

席
し
た
不
登
校
児
童
（
小
学
校
）

は
５
１
０
人
、
不
登
校
生
徒
（
中

学
校
）
は
７
７
６
人
で
し
た
。

実
態
調
査
、
相
談
体
制
の
強
化
、

居
場
所
づ
く
り
、
学
び
の
補
償

な
ど
総
合
的
な
支
援
の
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
実
態
調
査
に

つ
い
て
「
進
め
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
う
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
す

る
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ
い
て

は
、
「
近
隣
市
を
調
査
研
究
す

る
」
、
週
に
１
日
し
か
配
置
さ

金
を
積
む
の
で
は
な
く
、
多
額

の
費
用
が
か
か
る
計
画
の
方
を

見
直
す
べ
き
で
す
。

れ
て
い
な
い
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
常
駐
配
置
に
つ
い
て

は
「
学
校
か
ら
の
要
望
に
し
っ

か
り
応
え
て
い
け
る
よ
う
対
応

を
考
え
た
い
」
、
サ
ポ
ー
ト
ル

ー
ム
の
増
設
に
つ
い
て
は
「
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」
等

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い

わ
れ
る
不
登
校
支
援
教
室
は
現

在
、
中
学
校
に
は
全
校
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
小
学
校
で
は

職
員
の
確
保
が
困
難
で
す
。
教

育
委
員
会
は
会
計
年
度
任
用
職

員
の
配
置
を
協
議
す
る
意
向
で

す
が
、
学
習
支
援
が
行
え
る
職

員
の
配
置
も
求
め
ま
し
た
。

船
橋
市　

否
定
せ
ず

「
不
要
不
急
の
基
金
」よ
り

大
地
震
で
医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
　
道
路
陥
没

物
価
高
騰
へ
の
緊
急
支
援
を
！

　

海
老
川
上
流
地
区
に
移
転
す

る
医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
計
中
の

㈱
日
建
設
計
は
、
市
に
「
想
定

よ
り
悪
く
弱
い
地
盤
」
「
10
年

程
度
で
５
～
10
㎝
の
地
盤
沈
下

発
生
を
想
定
」
と
報
告
し
て
い

ま
し
た
。
９
月
５
日
付
の
読
売

新
聞
は
こ
れ
を
受
け
、
防
災
専

門
家
の
「
周
囲
の
台
地
と
比
べ

て
震
度
で
１
～
1.5
、
被
害
で
10

～
50
倍
は
違
う
」
「
杭
を
打
っ

て
も
建
物
は
大
き
く
揺
れ
、
中

の
人
や
機
器
は
安
全
で
は
な

い
。
取
り
付
け
道
路
も
亀
裂
が

入
っ
た
り
陥
没
し
た
り
す
る
」

と
の
警
告
を
掲
載
。
日
本
共
産

党
は
９
月
議
会
で
「
専
門
家
の

指
摘
を
認
め
る
か
」
と
市
を
質

し
ま
し
た
。

　

市
は
「
敷
地
内
道
路
に
耐
震

設
計
と
い
う
考
え
は
な
い
が
、

支
持
力
（
※
２
）
に
つ
い
て
は

公
道
と
同
様
に
、
適
正
に
施
工

す
る
」
と
だ
け
述
べ
、
ま
と
も

に
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
１
９
年
３
月
時
点
で
は

２
９
０
億
円
と
想
定
さ
れ
た
新

病
院
の
概
算
工
事
費
は
、
今
や

２
倍
近
く
の
５
６
０
億
円
で

す
。
現
地
建
て
替
え
を
視
野
に

入
れ
て
立
ち
止
ま
り
、
計
画
を

見
直
す
べ
き
で
す
。
（
【
※
２
】

支
持
力
＝
車
両
な
ど
道
路
に
か
か

る
上
か
ら
の
力
を
支
え
る
力
・
反

発
力
の
こ
と
）

　

昨
年
度
決
算
で
は
剰
余
金
積

立
額
が
61
億
円
と
な
り
、
財
調

は
史
上
最
高
の
３
０
６
億
円
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
地
方

交
付
税
を
49
億
円
と
見
込
み
ま

し
た
が
、
決
定
額
は
72
億
円
と
、

23
億
円
の
増
収
で
す
。

　

市
民
に
と
っ
て
、
今
必
要
な

こ
と
は
、
緊
急
の
物
価
高
騰
対

策
で
す
。
例
え
ば
、
前
回
と
同

様
の
非
課
税
世
帯
へ
の
３
万
円

の
給
付
金
な
ら
24
億
円
、
学
校

給
食
の
完
全
無
償
化
の
実
施
は

試
算
で
は
26
億
円
で
可
能
で
す
。

　

市
税
の
使
い
方
を
切
り
替
え

る
た
め
に
、
引
き
続
き
、
力
を

尽
く
し
ま
す
。
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あ の 街 こ の 町 　２０２３年 １１・１２月 　No. ２４０ （ ２ ）

 ９月の船橋市議会　決算・日本共産党提案の意見書（発議案）・主な陳情への態度 共
産
＝
日
本
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合

（
1
人
欠
席
の
た
め
9
人
）
、
公
明
＝
公
明
党
（
10
人
）
、
結

＝
結
（
7
人
）
、
清
風
＝
清
風
会
（
5
人
）
、
飛
翔
＝
飛
翔

（
5
人
）
市
政
＝
市
政
会
（
議
長
を
除
く
3
人
）
、
無
所
属

（
4
人
）
は
・
三
・
か
・
佐
＝
議
員
の
頭
文
字

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席
】

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 か 佐

2022年度決算の認定について（一般会計） 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇
意
見
書（
発
議
案
）

核兵器禁止条約第2回締約国会議にオブザーバーとして参加することを求
める意見書 否決 〇 〇：４

×：５ × × × 〇 × 〇 〇 × ×

現行の健康保険証の廃止撤回を求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：２
×：３ × 〇 〇 × ×

国内の食料自給率引き上げを求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：２
退：３ × 〇 〇 × ×

主
な
陳
情

保育料のきょうだい軽減の第二子以降年令制限撤廃に関する陳情 採択 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×

第二子以降保育料無償化に関する陳情 不採択 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × ×

薬円台公園にバスケットゴール設置に関する陳情 不採択 〇 〇 × × × 〇 × × 〇 × ×

法典公園及び運動公園に設置されている駐車場の利用につき、６５歳以
上の者の利用について現行の利用料を、利用時間の長短に関係なく一日
一律２００円にすることを求める陳情

不採択 〇 〇：１
×：８ × × × × ×：２

退：１ × × × ×

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

児
童
ホ
ー
ム
の
設
置
を

核
兵
器
禁
止
条
約 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

船
橋
市
議
会
は
、
賛
成
少
数
で
否
決

住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る

土
地
利
用
規
制
法

　

市
は
二
和
東
国
家
公
務
員
宿

舎
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
今
年

7
月
23
日
の
住
民
説
明
会
で
、

「
児
童
ホ
ー
ム
・
老
人
憩
い
の

家
」
な
ど
を
含
む
「
複
合
施
設
」

は
建
設
し
な
い
と
い
う
新
た
な

方
針
案
を
示
し
ま
し
た
。

　

三
咲
小
学
校
周
辺
は
宅
地
開

発
が
進
み
、
「
現
在
小
学
生
が

増
え
て
い
る
こ
と
」
「
今
後
ワ

ン
オ
ペ
育
児
（
※
３
）
支
援
や

不
登
校
児
の
居
場
所
と
し
て
も

　

11
月
、
国
連
本
部
で
核
兵
器
禁
止

条
約
の
第
２
回
締
約
国
会
議
が
開
か

れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
９
月
議
会

で
、
日
本
政
府
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

同
条
約
第
６
条
、
第
７
条
に
基
づ

き
、
核
兵
器
の
被
害
者
支
援
と
環
境

修
復
、
そ
の
た
め
の
国
際
協
力
を
進

め
る
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
日

本
は
せ
め
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

必
要
な
場
所
で
あ
る
こ
と
」
な

ど
か
ら
、
児
童
ホ
ー
ム
を
含
む

複
合
施
設
の
建
設
を
議
会
で
求

め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
は
「
子
ど
も
の

数
が
減
少
傾
向
」
「
こ
れ
ま
で

通
り
の
新
た
な
児
童
ホ
ー
ム
は

建
設
し
な
い
」
「
児
童
ホ
ー
ム

の
役
割
や
位
置
づ
け
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
繰
り
返
す

ば
か
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
児
童
ホ
ー
ム
な
ど

既
存
の
施
設
の
統

廃
合
も
あ
り
得
る

と
い
う
看
過
で
き

な
い
発
言
ま
で
あ

り
ま
し
た
。

　

船
橋
市
で
は
24

地
区
全
て
に
児
童

ホ
ー
ム
を
設
置
す

る
と
し
な
が
ら
、

二
和
・
大
穴
・
本

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

　

９
月
に
入
っ
て
も
記
録
的
な

猛
暑
の
中
、
学
校
で
は
校
庭
や

体
育
館
で
体
育
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ま
め
な
水

分
補
給
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
体

調
管
理
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
急
務
で
す
。
前
議
会
に
続
き

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
の
教
育
委
員
会

は
「
体
育
館
の
断
熱
工
事
が
必

要
で
お
金
が
か
か
る
」
と
、
や

ろ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
議
会
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
の

仕
方
で
「
断
熱
改
修
を
し
な
く

て
も
一
定
の
効
果
を
得
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
ず
は
空

調
機
を
設
置
し
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
市
長

に
来
年
の
夏
に
間
に
合
う
予
算

措
置
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
副
市

長
が
「
早
急
に

対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
い
け
な

い
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
検

討
し
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま

し
た
。

町
地
区
に
は
児
童
ホ
ー
ム
が
設

置
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
な
し
崩
し
的
に
児
童

ホ
ー
ム
を
設
置
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
市
民
の
理
解
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
児
童
ホ
ー
ム
未
設
置

の
３
地
区
に
も
、
時
代
に
あ
っ

た
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事

業
を
す
る
べ
き
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
要

求
実
現
に
向
け
、
み
な
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
ま
す
。
（
【
※
３
】

ワ
ン
オ
ペ
育
児
：
パ
ー
ト
ナ
ー
や

家
族
が
育
児
に
参
加
し
な
い
た
め
、

1
人
で
育
児
を
行
う
状
態
）

し
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
貢

献
す
べ
き
で
す
。

　

し
か
し
、
意
見

書
は
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
反
対
討
論
の
要

旨
は
次
の
通
り
で
す
。

●
市
民
民
主
連
合
「
お
題
目
は
賛
成

だ
が
、
私
の
所
属
す
る
政
党
の
関
係

で
、
文
言
に
つ
い
て
、
事
実
認
定
と

違
う
部
分
も
あ
る
の
で
反
対
」

●
公
明
党
「
公
明
党
は
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
検
討
を
求
め
、
取
り
組
ん
で

き
た
。
本
発
議
案
は
、
『
政
府
が
同

条
約
に
背
を
向
け
て
い
る
た
め
被
爆

者
が
多
数
苦
し
ん
で
い
る
、
日
本
で

の
活
動
は
遅
れ
て
い
る
』
と
、
従
来

の
取
り
組
み
に
対
し

認
識
不
足
。
核
禁
条

約
に
関
す
る
意
見
書

は
、
多
く
の
会
派
が

賛
同
で
き
る
文
書
が

適
切
」

　

市
民
民
主
連
合
は

討
論
で
は
、
何
が
事

実
と
違
う
の
か
は
明

ら
か
に
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で

被
爆
者
は
、
原
爆
症

認
定
の
基
準
が
実
態

に
合
わ
な
い
、
基
準

が
厳
し
く
更
新
で
き

な

い

な

ど

の

理

由

で
、
訴
訟
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

意
見
書
全
文
は
右

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

２
年
前
に
成
立
し
た
土
地
利

用
規
制
法
（
重
要
土
地
等
調
査

法
）
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
の

習
志
野
駐
屯
地
ほ
か
が
「
注

視
区
域
」
の
候
補
地
に
な
り

ま
し
た
。
指
定
さ
れ
れ
ば
習

志
野
基
地
の
周
り
約
１
㎞
圏

内
に
関
係
す
る
人
（
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
施
設
入
所
な

ど
）
は
、
国
に
よ
っ
て
そ
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
す
べ
て
調

査
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
法

律
で
す
。
ま
た
「
基
地
の
機

能
を
阻
害
し
た
」
と
国
が
み

な
せ
ば
、
刑
罰
を
科
さ
れ
て

し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
行
為
が
機
能
阻
害

な
の
か
の
明
確
な
取
り
決
め

が
こ
の
法
律
に
は
な
く
、
た

と
え
ば
「
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
音
が
う
る
さ
い
」

と
抗
議
す
る
こ
と
も
今
後
、

処
罰
の
対
象
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
国
に
管
理
さ
れ

ず
、
自
由
に
生
き
る
権
利
を

市
民
か
ら
奪
う
法
律
に
市
は
協

力
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲意見書全文はこちら


